
指標の目安  

〔自分の歯を有する人の割合〕  

6．11a  80歳（75～84歳）で20歯以l二  

6．11b  60歳（55～64歳）で24歯以l二   

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

2010年  〔口分の歯を有する人の割合〕  

6．11a  80歳（75～84歳）で20歯以上   

6．11b  60歳（55～64歳）で24歯以上  

ヱこ：平成5年歯科疾患実態調査  

現状＊   2mO年  
現状＊   

11．5％  20％以上  

44．1％  50％以上  11．5％  20％以仁  

44．1％  50％以l二  

6．12定期自勺な歯石除去や歯面子青掃を受ける人グ）増力LI  

指標の目安  6．12定期自勺な歯石除去や歯面子育掃を受ける人の増力ロ  

〔過去1年間に受けた人の割合〕  指標の目安  
〔過去1年間に受けた人の割合〕  

2010年   
現状＊  2010年   

現臍  
6．12a  60歳（55～朗歳）  15．鍋  30％以上  

＊：参考値、「過去1年間に歯石除去や歯面清掃を受けた人の割合」平成4年寝屋川市調査  6．12a  60歳（55～64歳）  15．鍋  30％以l二  

＊：参考値、過去1年間に歯石除去や歯廊清掃を受けた人の割今」平成4年寝屋川市調査  6．13定期的な■歯■科検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  
〔過去1年間に受けた人の割合〕  

6．13a  60歳（55～朗歳）  

＊：平成5年保健福祉動向調査  

6．13定期拍勺な歯科検診の受診者〝）土増力目  

指標の目安  
〔過去1年間に受けた人の割合〕  

6．13a  60歳（55～64歳）  

＊：平成5年保健福祉動向調査  

2010年  
現状＊   2010年  

現状＊   
16．4％  30％以上  

16．4％  30％以仁  

7．糖尿病  

7．1成人の肥満者の減少（1．栄養・食生活参照）   

7．2 口常生活における歩数の増加（2．身体活動・運動参照）   

7．3質」量ともにバランスのとれた食事（l．栄養・食生活参照）   

7．4糖尿す再検診の受診の促進   

指標の目安  

〔受けている人の数〕  

7．糖尿病  

7，1成人の肥満者の減少（1．栄養・食生活参照）   

7．2 日常生新における歩数の増加（2．身体所動・運動参照）   

7．3質こ量ともにバランスのとれた食事（1・栄養・食生活参照）   

7．4糖尿ブ再検診の受診のイ足進   

指標の目安  

〔受けている人の数〕  
現状＊  2010年琳  

現状＊  2010年＊  
定期健康診断等糖尿病に関する健康診  

断受診者  
4，573万人   6，860万人以卜  7．4a  

定期健康診断等糖尿病に関する健康診  
7．4a 断受診者  

4，573方人  6，860万人以1二  
＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   

料：5割以上の増加  

7．5糖尿病検診受診後の事後f旨導の推進  

指標の目安  
〔受けている人の割合〕  

＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   

琳：5割以上の増加  

7．5糖尿婚妄検診受診後の事後婁旨導の推進  

指標の目安  
〔受けている人の割合〕   

2010年  
現状＊   2010年  

現状＊   

糖尿病検診における異常所見者の事後  

括導受診率（男性）   

糖尿病検診における異常所見者の事後  
指導受診率（女性）  

66，7％  100％  

74．6％  100％  

7．5a  

7．5b  

糖尿病検診における異常所見者の事後  

指導受診率（男性）   

糖尿病検診における典常所見者の事後  

指導受診率（女性）  

66．7％  100％  

74，6％  10〔耽   

＊：平成9年糖尿病実態調査  

柑  



＊：平成9年糖尿病実態調査  

7．6糖尿ブお有プ毒者の減′少（州毎汗）  

推計値  

7．6机年上求プ占有ブ高音・のカ戎少（推封－）  

推計伯  

現状＊  201（1年琳   

690ガ人  1，000．け人  
現状＊  2010年紳  

690ノJ人  1，nOOガ人  

7．6a  糖尿病有病者数  

7．6a  糖尿病有病者数  ＊：平成9年糖尿病実態調査  

料：生活習慣の改善がない場合、1080ノノ人と推計されている  

注）木推計fl勘ま、1二記生活習慣の改善による2010年の有病者数の推計値を示す  

＊：平成9年糖尿病実態調査  

頗：生活習慣の改善がない場合、1080ガ人と推計されている  

注）本推計値は、卜託生括習慣の腹掛こよる2010年の有病者数の椎封イlたをホす  7．7耀沌勘南有プ高音のア台糖の対米糸克  

指標の円安  
［治療継続している人の割合〕  

7．7糖尿病有病者の㌢台療の継続  

指標のH安  

〔治療継続している人の割合〕  

7．7a  糖尿病有病者の治療緋続率  

＊：平成9珊尿病実態調査  

7．8糖尿ブ毒合併症♂）減少  

指標の目安  

〔創井症を発症した人の数〕  

7．鮎  糖尿病性腎症  

〔合併症を有する人の数〕  
7．馳  失明  

＊：19錮年月本透析医学会  

＊：1988年厚生省「視覚障告の疾病調査研究」   

空＊：平成14年度中に設定   

2010年   
現状空  

2010年  

l川1■＼、  7．7a   糖尿病有病者の治療継続率  45．0％  川0％  

＊：平成9年糖尿病実態調査  

7．81徳尿ブ高倉†井宛三♂）茹成少  

指標げ）け安  

〔合併症を発症した人の数〕  

7．8il   糖尿病性腎症  

〔合併症を有する人の数〕  

7．8h  失明  

＊：1998年∩木透析医学会  

＊＊：1988年厚生省「視覚障′榊）疾病調査研究」  

＊淋：卜分なデータを得ることができないため未設定  

2010年  
現4だ   

＊
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10，729人  ‖，70qム   

班  2010年彗竺  

約3，000人  

畏L∠旦壬辺エアシン隼ヒ±」内臓糊匙盛避）を認知してし、る国民叫郡沖〕f削‖（1・栄養・食生道   

墾塾  

7．10 メタポリ ックシン・ドローム（ト句仙放月旨月ノブ由三候才畔）♂）該二当苗・・㌢備j  

打羊ク）わ戎少  

指標の目安  

〔メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）   

塾藍  哩  呈坦旦空竺  

1，400ガ人10％以卜の 25％以L二の  

の該、11者・ア，備群の人数（側～74歳）〕   

7．10a  該、1j音・珊百群（男性）  

該1者・rト鵬群（女性）  

泣と  塾生  

10％以上の  25％以l二の  560万人  

遮堂  堕坐  

＊：参考植、平成16年同氏健康・栄養調査   

∴こ二⊥」 

迦グ珊配念を主導ノ＼し  
た＿健診・イ米健指導の受診二許数の「司上  

指標の目安  



し特定健康診査の実施率〕  
撃
盛
二
 
 

2012年  2015年  
7．11a  陣診実施率  

〔特定保健指導の実施率〕  

7，11b  保鰹指導実施率  

8．循環器病  

R．1食塩摂収敢の減少（1．栄養・食生活参照）   

8．2カリウム摂取鼓の土田力Il   

指標の目安  

〔1口、！1たりの平均摂取競）  

8．2a  成人  

＊：平成9年同艮栄養調査   

8．循環器病  

8．1食塩摂取量の減少（1．栄養・倉生活参照）   

8．2カリウム摂上反壁の増力11   

指標の目安  

〔1日、一jたりの平均摂肋敏］  

8．2a  成人  

＊：平成9年同民栄養調査  

2010年  20川年  
現状＊  

現状＊   

2．5g  3．5g以卜  2．5g  3．5g以卜  

8．3成人の肥満者の減少（1．栄養・食牛活参照）  

8∴4運動習慣者の増加（2．身†柿号軌運動参照）  

8．5高血ノt三の政幸年（推副う  

推計備 中均最大血圧約4．2n血Igの低下   

注）以下を実行することによる効果の推計   

・成人1口、▲jたりの平均食塩摂政喧ニi．5g減少  

・平均カリウム摂取量1g増量   

・肥満者（HllI25以l二）を男性15％（20歳以仁）、女性18％（20歳以り以卜に減少  

・成人男性げ）多量飲酒者を1％低卜  

乳3成人の肥満者の減少（1．栄養・食生清参照）  

R．4運動習慣者の勧Il（2，身体活動・運動参照）  

8．5高血J［三のL汝∃琴（推言ト）  

推計仲 平均最大血什約4．2n山王gの低卜   

汁）以卜を実行することによる効果の推計   

・成人1日1たりの平均食塩摂取量こi．5g減少  

・平均カリウム摂取量1g増量   

・肥満音（榔25以仁）を男性15机20歳以仁）、女性1兢（20歳以仁）以卜に減少  

■成人男性の多量飲酒者をl％低卜  

・同氏の1蝿が†l】▲歩きを毎口：弓0分実行  

8．（ミたばこ対策の充実（4．たばこ参照）  

8．7高月旨血且ヒの減少   

指標の目安  

〔高脂血五三の人の割合〕  

8．7a  男性  

8．7b  女憎三   
＊：平成9年同民栄養調査   

用語の説明   

高脂血症者：血清総コレステロー／り匪2‘1伽g／ノdl以卜の者  

8．8糖尿病有病者の減少（7．糖尿病参照）  

8．9飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

・同民の1鴨が「iI・歩きを毎日3n分実行  

8．6たばこ対策の充実（4．たばこ参照）  

8、7高月旨l甘L症♂）わ裁て少  

指標のFl安  

〔高脂血症の人の割合〕  

8．7a  男性  

8．7b  女憎三   

＊：平成9年同氏栄養調査  

用語の説明   
高脂血症者：血清総コレステロール脆2伯喝／dl以l二の者  

8．8糖尿病有病者の減少（7．糖尿病参照）  

8．9飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

2010年  2010年  
現状＊   

】乳状＊   

10．5％  5、2％以卜  

17．4％  臥7％以卜  

10．5％  5．2％以卜  

17．4％  8．7％以卜  

20   



H．10健康吉舎肘Fを受ける人の増力II   8．10健康言参断を受ける人．の増力‖   

指標の什安   指標の目安   
〔検診受診者の数〕  2010年   〔検鍍診者の数〕  

現腔  
2nl岬   

現腔  

8．10a  全同数  4，573万人   6．860力‾人以卜   8．10a  全同数  1，57：1万人  6，86nノブ人以卜   

＊：平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査   ＊：平成9年低廉・福祉関連サービス需要実態調査   

8・11イ仁清習慄‡の政幸年寄による循環諾封丙の減少（推計）   8．11月三才市習ノl’丹の政幸年等による循環暑芹ブ毒の減少（推γ汁）   

推計備   推計伯   

血性 ′  

［貰雲云′語箋琵諾⊇薫軍筆頭軍箋 15％1云％  ‖ 川   
●   

●  

．  ●    ● h一 
●  

‥ 

0  ∩  87  33  60  82  36   5966  23  45   O  

一， 

n  87  iこう   
60  82   ：   璽   36 ≡ 5966  2ニi 15 ■    】、一▼－】 」 ⊥＿－〝     」      ∴ 」． 「＿、－⊥」」   

注1）それぞ㌢㈲う疫拍よ死亡率ミ馳幸及び旭こよる新たなA‖L伍押沸恰をホれ   注1）そぐしそ才げ嫉建〝漸よ死亡幸ミー他車吸U嫉軌こよる新たな∧‖1一紙悍碑伶をホ圭   

注2ト現状：脳卒中死亡率110．0（人目lO万人対） 死亡数13万7，819人   注2）現状：脳卒中北亡率110．0（人口10力▲人対） 死亡数13力て，81‡）人   

！馴生：死亡率106．9、死亡数6カー5，529人   男性：死亡ヰi106．9、死亡数6ガ5，52t）人   

女性：死亡率113．1、死亡数7力一2，290人   女性：死亡率113．1、死亡数7〃2，29（〕人   

虚血仙L、疾患 57．2 U＼口1（〕〟人対）死亡数7ノブl，678人   虚血性心疾患 57．2（人口10ガ人対） 死亡数7ガ】，678人  
男性：死亡率62．9、死亡数3ガ8，566人  

女性：死亡率51．8、死亡数こりJ3，112人  

（平成10年厚生省人口動態統計）   

∴こ⊥：」＿二＿。．・－ －・ ……け：’∴ミ■－・巨∴・こ－t－・∴－．仁一：・＝・い】・†－い二1’l．1㌧；」ニ  

8・哩ム（州脚旨肪症候群）の該当者∴㌣備群の減少（7・糖尿病参照）  

押淵捻を導人した健診・保健指導の受診者徴の向上   

（7．糖尿病参照）  

男性：死亡率62．9、死亡数3ガ8，566人  

女性：死亡率51．8、死亡数3月ー3，112人  

（平成10年厚生省人口動態統計）  

9．がん  

9．1たばこ対策の充実（4．たばこ参照）   

9．2食塩摂取量の減少（l．栄養・食生活参照）   

9．3野果の摂取量の増加（1．栄養・食生活参照）   

9．41「1（フ）食葦好におし、て、果物類を摂取している者の増力l】  

9．がん  

9．1たばこ対策の充実（4．たばこ参照）   

9．2食塩摂取量の減少（1．栄養・食生活参照）   

9．3野菜の摂取量の増加（1．栄養・食生活参照）   

9．′11日の食事二におし、て、果物類iを摂H反してし、る省一の噌力11   

指標のH安  指標の「‾は  

〔摂取している人の割合〕  〔摂取している人の割合〕  2010年  2010年  
現状＊   
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29．3％  60％以L二   9．4a  成人  

＊：平成9年国民栄養調査  

9．5脂肪エネルギー比率の減少（1．栄養・食生活参照）  

9．4a   成人  

＊：平成9年同氏栄養調査  

9．5脂肪エネルギー比率の減少（1．栄養・食生活参照）  

9．6飲酒柑策の充実（5．アルコール参照）  

9，7カミん検診の受診者の増力11  

指標の目安  

〔検診受診者数〕  

9．7a  胃がん  

9．7b   子宮がん  

9．7c  乳がん  

9．7d  肺がん  

9．7e  太陽がん  

29．3％  60％以上   

9．6飲酒対策の充実（5．アルコール参照）  

9．7がん検診の受診者の増力ロ  

指標の目安  

〔検診受診者数〕  
現状＊  2010年琳  

1，401万人  2，100万人以卜  

1，241〟人  1，860万人以上  

1，064ガ人  1，600万人以† 

1，023万人  1，540万人以ト  

1，231万人  1，850ノノ人以卜  

現状＊  

1，401万人  

1，241万人  

1，0飢万人  

1，023ガ人  

1，231万人   

2010年＊   

2，100万人以上  

1，860万人以仁  

1，600万人以ヒ  

1，540万人以卜  

1，防0万人以ヒ  

9．7a  胃がん  

9．7b  子宮がん  

9．7c、乳がん  

9．7d  肺がん  

9，7e  大腸がん  

＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査  

料：5割以上の増加  

注）各がん検診の受診者数は「平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調杏」の各がん検診の受   

診者数と人間ドック受診者の合計である。  

＊：参考値、平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調香  

＊＊：5割以1二の増加  

托）各がん検診の受診者数は「平成9年健康・福祉関連サービス需要実態調査」の各がん検診の受   

診者数と人間ドック受診者の合計である。  

健康円本21代表目標項目十覧  

1．1嘩増力【1  

指標の目安  

∽巴満者等の割合〕  
」蓮 児童・生徒の肥満児  三

±
∴
一
 
三
 
±
 
 

ご一項パI  

7％以下  

15％以F  

15％以下  

20％以下  

20歳代女性のやせの者  

20～60歳代男性の肥満者  

40～60歳代女性の肥満者  

1．2月旨肪エネルギー上ヒ率の減少  

指標グ）目安   

〔1日さ当たりの平均摂取比率〕  2010年  

25％以F  1．2a  20～40歳代  

1．4里子菜の摂収量の増力ロ  

指標の目安   

〔1日当たりの平均摂取量〕  

1．4a  成人  

しヱ埋成少  

指標の目安  

する人の割合〕  
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〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  

都道府県  
政令市等  
碑町村  
保健所  

4．3b  職場  
〔知っている人の割合〕  
4．3c  効果の高い分炸に関する知識の普及  

4．4禁煙支援フPログラムの普及  

現状   

89．4％  

95．粥  

50．7％  

95．5％  

40．3％  

現状  

2010年  

㈹
晒
㈹
㈹
㈹
岬
㈹
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
0
 
1
 
 

2
 
 

長一1h●・ll土：  

卿榊附哺胤  

五4a  全国  

左5喫煙をやめたい人がやめる  

塾医  
32．鍋  ．

十
 
二
二
 
十
二
 
丁
…
 
 

憂萎  
「喫炸率、埜怖希学者の割合1  
1．弘  喫煙率  

禁煙希望者の割合   

5．1多量に飲酒する人の減少  

指標の目安   

〔多量に飲酒する人の割合〕  
±
ニ
 
±
±
二
 
 

鱒標の目安  

〔飲酒している人の割合〕   
建 男性（中学3年）   

上空 男性（高校3年）   

女性（中学3年）   5．2c  

」i聖 女性（高校3年）  
．   

6．4一人平均うl歯数の減少  

1二1L 

〔1人平均う歯数（12歳）〕  

止坐 全国平均  6岬人の増  
力‖  

塑造  空色皇  
1と．塾  20％以上  

生適  塾土  
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壁彗  脳卒中の減少  虚血性心疾患の減少  循環器病の減少  

皇堕  男性宣 女性三 全体   男進  女性全体  遡聖∴建巨≦辿  
上塾  16％ …   11％ ．＿  些＿   国  7％  9％  17％ を 4％  

望  望  空  遵【望  国  17i20  空  国  国   
旦巨   円  4⊇  15i28  円  17】 26  田   過   

5  国  24】39  国  壁．】望  坐  国  ；空  
R  国   ● 46  旦蔓  塑1些  旦蔓   ユヱ  

里 … 0   聖  33． 60  82 妻 36 三 59  66 至 23  45   
注1）    卸頒抄且死線・簡鍬暁敷こよる新たなADIJ低下の割合を示王   

牲2）現状：脳卒中死亡率110．0（人口10万人対）死亡数13万7，819人   

男性：死亡率106．9、死亡数6方5，529人   

女性：死亡率113．1、死亡数7万2，290人   

虚血他L、疾患 57．2（人口10万人対） 死亡数7万1．678人   

男性：死亡率62．9、死亡数3万8．566人   

女性：死亡率51，8、死亡数3万3．112人   

計）   

9．7がん検診の受診者の増力U   

指標の目安   

戯量産音数〕  塾医  2010年   

9．7a  胃がん  1．401万人  2．100万人以上   

9．7b  子宮がん  1，241万人  1，860万人以上   

1．064万人   1．600万人以上   

9．7d  肺がん  1．023万人   1．540ガ人以上   

9．7e  大腸がん  1．231万人   1，850万人以上   

（別紙）   （別紙）  

喫煙が及ぼす健康影響  喫怖が及ぼす健康影響   

1喫鰹者は非喫煙者に比べ柄気になる危険度が何倍高いのか  1喫煙者は非喫惟者に比べ病矧こなる危険如ミ何倍高いのか   

（1）がんの死亡  （1）がんの夕E亡   

男性  女性  男性   

平山らによる計画調査（19髄－82）   1．7  1．3  平山らによる計画調査（1舗6－82）   1．7   

原爆被爆者コホート（1963－87）  1．6（男女）  原爆被爆者コホート（1963－87）  1．6（男∠   

厚生省コホート（19舗一97）＊  1．5  1．6  厚生省コホート（199（ト）＊  1．5   

（資準匝）厚生省コホート  （資料ヰ）厚生省コホート（現在集計中）   

4保健所管内の40～59歳の地域件民男女各2万人を1990年より7年間追跡。  4保健所管内の40～59歳の地域†判弦男女各2万人を1∈   

がんの部イ胡り死亡  がんの部位別死亡   

男性  女性  男性  女性   

肺がん  4．5  22．4  2．3   11．9  肺がん  4．5  22．4  2．3   

喉頭がん  32．5   10．5  3．3   17．8  喉頭がん  32．5   10．5  3．3   
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口I控・咽頭がん  

食道がん  

円がん  

肝がん  

腎がん  

膵臓がん  

膀胱がん  

子宮頸部がん  

口腔・咽頭がん  

食道がん  

円がん  

肝がん  

腎がん  

膵臓がん  

膀胱がん  

子宮頸部がん  

0
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「
〇
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5
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L
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〔
l
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U
 
l
l
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2
 
 
1
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1
 
9
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2
 
2
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3
 
6
 
4
 
 

1
 
2
 
2
 
1
 
 

O
 
1
 
9
 
 
 

3
 
2
 
2
 
 

1
一
 
っ
J
 
 

L
 
2
 
 

1，6  

（資料）左段：平山らによる計画調査（1966－82）  

才］▲段：アメリカがん協会の「がん千防研究」（1982－86）  

（往）数乍は非喫畑者をlとした喫煙者の相対危傾渡   

（2）循環器病の死亡  

（資料）ノ言段：平山らによる計画調査（1966－82）  

イ√段：アメリカがん協会の「がん㌢防研究」（1982－86）  

（注）数千は非喫作者をlとした喫作者の相対危険度   

（2）循風脚如）死亡  

男性  女性  

1．2  1．2  

1．4  1．5  

ユ．7  

1．7  1．7  

男性  女性  

1．2  1．2  

1．▲1  1．5  

1．7  

1．7  1．7  

総死亡  

循環器疾患総数  

虚血性心疾患  

脳卒中  

総死亡  

循環器疾患総数  

虚血性心疾患  

脳卒中  

（資料）198（ト90年の循環器疾患基礎調暦、いわゆる「NIP門NI）ATA」  

（現在集計中）  

30歳以卜♂）約10，000人を対象1  

（注）数字は非喫腫者を1とした1「】20木喫燻する者の相対危険度   

（3）その他の疾患  

（資料）198（ト00年の循環器疾患基礎調杏、いわゆる「NIf）f）ONI）ATA」  

（現在集計中）  

30歳以卜の約10，000人を対象＝  

（柱）数字は非喫牌者を1とした1日20本喫伸する音の相対危険性   

（3）その他の疾患  

男性  女性  

1．8  ′1．0  

鼠4  

：i．0  

男性  女性  

1．8  4．∩  

3．′1  

3．0  

気管支喘息＊1  

円満瘍＊2  

仁「指腸潰瘍＊2  

気管支喘息＊1  

門†貴瘍＊2  

「二指腸酒癖＊2  
（資料）＊1：平山らによる計画調査（1966－R2）  

＊2：ハワイ日系人男侶三の調査（1968日90）  

（注）数√アは非喫煙者せlとした喫煙者の相対危険度  

（4）妊婦への影響  

早産  3．3  

低「L性体重  2．4  

全先天異常  1．3  

（資料）Ll紳丁54年度厚年省心身1埠‘．ii一研究  

（拝）数乍は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度  

（5）歯周病  

雫  石（1鮒8）  2．1  

ドランら（1997） 1．9  

サッキら（1開5） 1，7   

（資料）＊1：平山らによる計画調暦（1舗6－82）  

＊2：ハワイ日系人男性の調′査（1968－90）  

（柱）数乍は非喫煙者をlとした喫煙者の相対危険度  

（4）妊婦への影響  

り▲燕  3∴う  

低目生休重  2．4  

全先天異常  1．3  

（資料）昭和51年度厚生省JL身障吉研究  

（汁）数字は非喫作者を1とした喫煙者の相対危険度   

（5）歯周病  

雫  rT（1998）  2．1  

ドランら（1997） 1．9  

サッキら（1995）   1．7  
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ブラウンら（1994） 2．7  

（注）数字は非喫煙者を1とした喫煙者の相対危険度   

2禁煙によってどの程度病気になる危険度が減少するのか  

（1）肺がんの死亡（男性）  

平  山（1！衿0）  0．3 ＊  

ドールら（1976）  0．3  

＊ ：10年以上の値  

（注）数字は喫煙者を1としたときの禁煙して10－14年経過した者の相対危険度   

（2）虚血性心疾患の死亡（男性）  

喫煙本数（本／口）  禁煙して1【4年  禁煙して10－14年  

1－19木  0．6  0．5  

20本以卜  0，6  0．5  

（資料）アメリカがん協会（1∈格9）  

（注）数字は、現在喫煙している者を1としたときの禁煙した者の相対危】晩度   

3喫煙率が下がると循環器病の減少はどのくらい見込めるのか  

喫煙率  脳卒中の減少 虚血性心疾患の減少 総循環器疾患の減少  

男性 女性 男性 女性 全体 男性 女性 全体  男性 女性 全体  

55％15％ 16％ 6％11％11％ 7％ 9％ 17％ 4％1n％  
45 10   29 15  22   24 17  20   26 10  18  

35 10   42 15   28   37  17  26   35 10   22  

25   5   55  24   39   50  26  38   44 17   30  

15   5   68  24   46   63  26  44   53  17   35  

0   0   87  33   60   82  36  59   66  23   45  

（注）それぞれの疾患の減少は、死亡率、雁患率及び疾患による  

新たな口常生活動作能力 仏DL）低卜者数の減少割合を示す。  

この循環器疾患刊妨への効果予測の前提は、  

○成人の1日あたりの平均食塩摂取量3．5g減少  

○平均カリウム摂取量1g増量  

○肥満者（BMI25以上）を男性15％，、女性18％以Fに減少  

○成人男性の多量飲酒者（1口3合以り が1％低下  

○国民の10％が早歩き毎日30分を実行する  

などの生活習慣の改善による平均最大血圧約4．2m止kの低ドを前提とする。  

ブラウンら（1994） 2．7  

（抹）数字は非喫煙者を1とした喫炸者の相対危険度   

2禁煙によってどの程度病気になる危険度が減少するのか  

（1）肺がんの死亡（男性）  

平  山（1990）  0．3＊  

ドールら（1976）  0．3  

＊ ：10年以上の値  

（注）数字は喫煙者を1としたときの禁煙して1（ト14年経過した者の相対危険度   

（2）虚血性心疾患の死亡（男性）  

喫煙本数（本／目）  禁煙して1－4年  禁煙して10－14年  

1－19木  0．6  0．5  

20本以上  0．6  0．5  

（資料）アメリカがん協会（1969）  

（注）数字は∴現在喫煙している者を1としたときの禁煙した者の相対危険度   

3 喫煙率がFがると循環器病の減少はどのくらい見込めるのか  

喫煙率  脳卒中の減少 虚血性心疾患の減少 総循環器疾患の減少  

男性 女性 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体  

55％15％ 16％ 6％11％11％ 7％ 9％ 17％ 4％10％  
45  10   29 15   22   24 17  20   26  10  18  

35  10   42  15   28   37  17  26   35  10   22  

25   5   55  24   39   50  26  38   44  17   30  

15  5   68  24  46  63  26  44   53 17  35  

0   0   87  33   60   82  36  59   66  23   45  

（注）それぞれの疾患の減少は、死亡率、雁患率及び疾患による  

新たな日常生活動作能力（通L）低F者数の減少割合を示す。  

この循環器疾患予防への効果二〒瑚uの前提は、  

○成人の1Rあたりの平均食塩摂取量3．5g減少  

○平均カリウム摂取量1g増量  

○肥満者但MI25以l〕を男性15％、女性18％以下に減少  

○成人男性の多量飲酒者（1日3合以上）が1％低下  

○同民の10％が早歩き毎日30分を実行する  

などの生活習慣の改称こよる平均最大血j三約4．2珊劇gの低ドを前提とする。  

（傍線の部分は改正部分）  
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